
ワクチン接種後の副反応等に対応する医療体制の確保

● 新型コロナワクチン接種後の副反応を疑う症状について、被接種者は、まず、身近な医療機関（接種を受けた医療機関や、
かかりつけの医療機関等）を受診し、受診した医療機関は、専門的な対応が必要であると判断された場合に専門的な医療機
関を紹介。

● 専門的な医療機関としては、総合診療科又は複数の分野の内科診療科を有する等、総合的な診療ができる体制を有するこ
とや、医療アクセスの観点から地域ごとに確保されている必要がある。
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082-513-2847 （電話が難しい方Fax082-211-3006）
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広島大学病院
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まずは、接種を受けた医療機関や、かかりつけ
医等に受診するよう促す。
※頻度の高い軽度の副反応は、接種医・かかりつけ医等で対応

診察の上、更なる対応が
必要な場合、事前相談し、
専門的な医療機関を紹介。

（参考）専門的な医療機関数
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